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̈ɹࡏݱɼϓϩμクτ෦ ＊ 1 LTE： 3GPP のୈ 3 世୅移動通信方式の
拡張規格．HSPA よりもߴ଎大容量かつ
低஗Ԇな通信を実ݱできる．

＊ 2 ʮ9Jʯ（ΫϩッγΟ）：ドコモが ��1� ೥
1� ݄より開࢝した，ߴ଎，大容量，低஗
Ԇ の サ ー ビ ス の ૯ শ で ， 受 信 時 最 大
3��5Mbit/s ʗ送信時最大 1��5Mbit/s（԰
外エリア），受信時最大 �5Mbit/s ʗ送信

時最大 �5Mbit/s（Ұ部の԰内エリア）を
可能とする．通信技術としてはLTEをベー
スとしている．ʮ9iʯ，ʮ9i ʗクロッシΟʯ
は，NTT ドコモの঎標またはొ࿥঎標．

＊� ୺຤௨৴ϓϥッτϑΥーϜ：ܞଳ端末に
ඞ要な通信機能をॲཧする BB（ˎ 5 ࢀ
র）ॲཧソフトウェアなどから構成され
る，通信にかかるجຊシステム．

�. ·͕͖͑
ۙ೥のٸ଎なデータトラフΟック

のध要૿大，コンテンπの大容量化

により，఻送଎౓や容量の拡大がٸ

຿となるத，Ԥभをൽ੾りに，๺ถ

やத国など世界的にߴ଎大容量，低

஗Ԇのಛ௕をもつLTE＊ 1 サービスの

ఏڙが広まっている．ドコモも��1�

೥ 1� ݄に，データ端末により LTE

サービスʮ9iʯ（クロッシΟ）＊2 を開

しており，LTE対応スマートフォ࢝

ンなどのߴ機能端末の঎用化に向

け，開発を進めている．移動端末に

求められる性能は೥ʑߴまってお

り，その要求に応͑るとともに，こ

れまでҎ上に開発の効཰化と品質の

向上が求められている．これまで

も，移動端末の共通プラットフォー

ム化[1][�]により，開発の効཰化と

品質の向上を図ってきたが，LTEに

対応した，Ϣーβにとって魅力的な

移動端末をタイムリーにఏڙす΂

く，今ൠ，国内メーカ3社（NECカ

シオモバイルコミュニケーションズ

式ձ社，パナソニックג モバイル

コミュニケーションズג式ձ社，

富士通ג式ձ社）と，LTE 対応端

末通信プラットフォーム＊ �（ҎԼ，

LTE-PF）の共同開発を実施した．

LTE-PFは，海外ネットワーク装

置ベンダとの相互接続性確認試験

（IOT：Inter-Operability TestinH）を

実施することで，品質向上ならͼに

グローバル化を図るとともに，国内

ͩけでなく，世界ࢢ場に技術ライセ

ンスすることを可能とした．

ຊߘでは，LTE-PF の開発，IOT

のऔ組みとライセンスの仕組みにつ

いて，ղઆする．

�. ։ൃのഎܠɾޮՌ
移動通信方式のߴ౓化ɾߴ଎化に

対応するため，ैདྷより，通信モデ

ム部の開発ؒظの௕ظ化，開発අの

૿大が，大きなෛ୲となっていた．

同様にLTE方式についても，৽たな

ແઢシステム対応によるߴ機能化

は，回࿏規໛やソフトウェア工数の

૿大につながり，そのෛ୲は૿す͹

かりである．そのう͑，通信モデム

部は，移動端末メーカ各社にとって

開発ෛ୲が大きいものの，差別化ྖ

Ҭではなく，開発අに見合ったརӹ

をڗ受できない部分である．そこ

で，࣍の 3 つの効果をͶらって，

LTE-PFを開発した．

LTE 端末通信プラットフォーム ライセンス

グローバル展開を目指した
LTE対応端末通信プラットフォームの開発
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①移動端末ラインナップの充実

複数メーカで共通の端末通信プ

ラットフォームを採用することに

より，1社ごとの通信モデム部の

開発や試験工数を削減することが

でき，アプリケーションソフトウ

ェアなど，移動端末メーカが独自

性を出し，他社との差別化を図る

部分へ開発を注力することができ

るようになる．

②移動端末メーカの海外進出促進に

よるスケールメリットの創出

国際標準規格に沿ったLTE方式

に対応し，世界的に広く普及して

い る W-CDMA（ Wideband Code

Division Multiple Access）/GSM方

式とのマルチモードにも対応して

いる．さらに，海外ネットワーク

装置ベンダとのIOTを実施するこ

とで，相互接続性を確認し，その

品質を証明するとともに，技術ラ

イセンスをする際の競争力が向上

している．その結果，グローバル

にLTE-PFを普及させ，LTE-PFを

採用している各メーカの海外進出

を容易とし，スケールメリットに

よる端末価格低減効果が見込める．

③技術ライセンス収入による開発エ

コシステムの構築

LTE-PFは技術ライセンス可能な

IP（Intellectual Property）＊ 4 開発と

しており，得られたライセンス収

入を今後の機能拡張などに活かす

ことで，さらに魅力的な移動端末

の開発を推進することができる．

3. LTE-PFの概要
LTE-PFは，これまでの移動端末

開発で培ってきた技術を活かし，

NEC カシオモバイルコミュニケー

ションズ，パナソニック モバイル

コミュニケーションズ，富士通の国

内メーカ3社とドコモにて，共同開

発を行ったものである．LTE-PFの

開発範囲は，LTE のベースバンド

（BB）＊ 5 部と通信制御ソフト部であ

る（図1）．

LTEは3GPP Release 8仕様として

規定されている．LTE-PFの対応す

るLTEの主な仕様を表1に示す．

LTEのUEカテゴリは，3GPPにお

いて，その能力に応じて，5種類に

分類される[3]．LTE移動端末のUE

カテゴリについて，表2に示す．

ダウンリンクにおける最大受信ビ

ット数は，データの送信を行う

PDSCH（Physical Downlink Shared

Channel）[4]にて送られるビット数

のTTI（Transmission Time Interval）

ごとの最大受信量を表し，ハイブリ

ッ ド 自 動 再 送 要 求 （ H - A R Q ：

Hybrid-Automatic Repeat reQuest）＊ 6

用最大バッファサイズは，再送前受

信信号と再送された信号との合成，

復調を行う場合の最大受信バッファ

38

＊4 IP：知的財産のことで，ここでは，LTE
などの技術を半導体に実装するための設
計データやシミュレーションモデルな
ど．

＊5 ベースバンド（BB）：変復調前後の信
号．

＊6 ハイブリッド自動再送要求（H-ARQ）：
自動再送要求（ARQ）と誤り訂正符号を
組み合わせることにより，再送時に誤り
訂正能力を向上させ，再送回数を低減さ
せる技術．
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図1 LTE-PFの開発範囲
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のビット数を表している．また，カ

テゴリ � ʙ 4 は MIMO（Multiple

Input Multiple Output）＊ � レイϠ数�

まで，カテゴリ 5 はレイϠ数 4 まで

の対応がඞਢとなっている．Ұ方，

アップリンクにおいては，MIMO対

応は規定されていない．なお，カテ

ゴリ 5 のみ，�4 ஋௚ަৼ෯変調

（�4QAM：�4 Quadrature Amplitude

Modulation）＊ � の対応がඞਢとなっ

ている．また，カテゴリ 1 ʙ 5 のダ

ウンリンクʗアップリンクの最大ス

ループットは，それͧれ，1�/5M，

5�/�5M，1��/5�M，15�/5�M，

3��/�5Mbit/sである．

表�のように，対応カテゴリを上

͛て，H-ARQ 用最大バッファサイ

ズを大きくし，MIMO最大レイϠ数

を૿やすと最大スループットが向上

するが，その൓໘，メモリサイズの

૿Ճやॲཧෛՙの૿大など，移動端

末にとっては，価格やফඅిྲྀの૿

Ճ要Ҽとなってしまう．さらに対応

MIMO最大レイϠ数の૿Ճは，すな

わͪ，移動端末が౥ࡌするアンテナ

数の૿Ճをҙຯするため，移動端末

のܗঢ়が制໿されることになる．

LTE-PFでは，標準化動向や，競合

他社のプラットフォーム仕様のঢ়

場ニーズや঎用スケδュールࢢ，گ

などをྀߟし，ダウンリンクʗアッ

プリンクの最大スループットが

1��/5�Mbit/sのカテゴリ3を採用し

た．最大スループットの؍఺から

も，データઐ用端末，モバイルルー

タからスマートフォンにࢸるまで，

෯広い移動端末ラインナップに対応

可能な端末通信プラットフォームで

ある．

LTE - PF は，W - CDMA 方式や

GSM/GPRS（General Packet Radio

Service）＊ 9 方式に対応したプラット

フォームと組み合わせることによ

り，LTEͩけでなく，W-CDMAや

GSM/GPRS サービスエリアとのシ

ームレスな通信を可能にしている

39

＊ � .I.0：複数の送受信アンテナを用いて
఻送容量を૿大するແઢ通信技術．

＊ � ��஋௚ަৼ෯มௐ（��QA.）：ແઢな
どで用いられるデδタル変調方式の̍
つ．Ґ相とৼ෯のҟなる �4 種類のঢ়ଶ
を用いて，データ఻送に用いる．QPS,

（Quadrature Phase ShiGt ,eyinH）や
1�QAM 変調方式にൺ΂て，1 回の送信౰
りのデータ量が�bit とଟい．

＊9 (PR4： GSM 方式のネットワークを࢖
用したパケットަ׵サービス．
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項目 

最大伝送速度（LTE 移動端末能力） 

アップリンク ダウンリンク 

��.CJU�T（カςΰϦ �） ���.CJU�T（カςΰϦ �） 

無線アクセス方式 4C�'%.A 0'%.A

Duplex '%%

システム帯域幅 ��� � � � � � �� � �� � ��.)[

CP 長 NPSNBM，EYUFOEFE

サブキャリア周波数間隔 ��L)[

Resource Block 帯域幅 ���L)[

無線フレーム長 ��NT

サブフレーム長 �NT

スロット長 ���NT

チャネル符号化 ৞ΈࠐΈූ߸，λーϘූ߸ 

送受信アンテナ数 �

3GPP 対応バージョン 3FMFBTF �

�

変調方式 B14,，214,，��2A. B14,，214,，��2A.， 
��2A.

1 スロットあたりの OFDMシンボル長 �（NPSNBM CZDMJD 1SFGJY），�（EYUFOEFE CZDMJD 1SFGJY） 

B14, ɿBJOBSZ 1IBTF 4IJGU ,FZJOH 
'%% ɿ'SFRVFODZ %JWJTJPO %VQMFY 
0'%.A ɿ0SUIPHPOBM 'SFRVFODZ %JWJTJPO .VMUJQMF ADDFTT 
4C�'%.A ɿ4JOHMF CBSSJFS�'SFRVFODZ %JWJTJPO .VMUJQMF ADDFTT

表1 LTE-PFのରԠ͢ΔLTE ༷࢓ຊج

UE カテゴリ H-ARQ 用最大 
バッファサイズ 

（bit） 

最大 
スループット 
（Mbit/s） 

最大送信 
ビット数 /TTI

64QAM の 
適応 

最大 
スループット 
（Mbit/s） 

最大受信 
ビット数 /TTI

MIMO 
最大レイヤ数 

最大受信 
ビット数 

/TBS/TTI

アップリンク ダウンリンク 

カテゴリ 1 ��
��� ��
��� ���
��� � �� �
��� ඇదԠ �

カテゴリ 2 ��
��� ��
��� �
���
��� � �� ��
��� ඇదԠ ��

カテゴリ 3 ���
��� ��
��� �
���
��� � ��� ��
��� ඇదԠ ��

カテゴリ 4 ���
��� ��
��� �
���
��� � ��� ��
��� ඇదԠ ��

カテゴリ 5 ���
��� ���
��� �
���
��� � ��� ��
��� దԠ ��

表2 LTE Ҡಈ୺຤の6E カテΰϦ
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（図1）．۩体的には，通信அを൐う

ことなく，パケット通信のハンドオ

ーバ（PS（Packet Switched）ハン

ドオーバ＊ 1�）が可能であり，また，

W-CDMAシステムにおけるԻ੠サ

ービスが可能となる CS（Circuit

Switched）フォールバック＊ 11 にも

対応している．なお，LTE-PF は，

W-CDMAやGSMなどのݱ行システ

ムの端末通信プラットフォームとの

接続を容易にするために，൚用的な

インタフェースを採用している．

さらに，LTE-PF 開発のಛ௃とし

ては，技術ライセンスఏڙを前ఏと

したIP開発であるため，ಛ定のチッ

プセットベンダの技術にґଘした設

計とはしておらͣ，移動端末メー

カ，チップセットベンダなどに෯広

くライセンスすることが可能であ

る．

�. LTE�BB෦の։ൃ
BB 部は，3GPP 仕様の TS 3���1Y

およͼ3�Yシリーズで規定されてい

るレイϠ1＊12（෺ཧ૚），レイϠ�＊1�

（MAC（Medium Access Control）＊14，

RLC（Radio Link Control）＊15，PDCP

（Packet Data ConverHence Protocol）
＊ 16 ૚）のॲཧを実ݱしている．BB

部のLSIのエンδニアリングサンプ

ルとブロック構成を図 2 に示す．

LTE BB部はレイϠ1機能をఏڙし，

LTE UPP（U-Plane Processor）部は

U-Plane（User Plane）＊ 1� をॲཧして

いる．

BB 部開発の՝୊は，大容量デー

タを୹時ؒでॲཧすること，およͼ

標準化௥ैのための仕様変ߋに対

し，ॊೈなアーΩテクチϟとするこ

とである．LTEのಛ௕である大容量

データの低஗Ԇ఻送を実ݱするた

め，レイϠ1では1TTI（1ms）分の

データを受信後，3msҎ内にデータ

の受信൑定結果を応౴するඞ要があ

り，ैདྷのHSPA（HiHh Speed Pack-

et Access）＊ 1� よりߴ଎なॲཧが要求

される．また，相互接続性ҡ࣋の؍

఺から最৽の3GPP仕様に௥ैする

ことが求められ，仕様変ߋのऔ込み

を容易に行うことができるアーΩテ

クチϟが求められる．

これらの՝୊をୡ成するため，

LTE BB 部はઐ用ハードウェアと

DSP（DiHital SiHnal Processor）＊ 19 お

よͼ CPU といった൚用プロセッサ

によるファームウェアॲཧ部を༗す

るアーΩテクチϟを採用した．

ઐ用ハードウェアはॲཧ性能がߴ

く，ॲཧ時ؒを୹くすることが可能

であるが，開発ؒظが௕く，仕様変

，に対するॊೈ性がない．またߋ

LSIサイズを大きくする要Ҽとなり，

コスト໘でもデメリットがある．Ұ

方，൚用プロセッサによるファーム

ウェアॲཧは，ॲཧ性能が低いもの

の仕様変ߋに対するॊೈ性がߴいた

め，LTE-PFにおいては，その྆ऀ

の௕ॴを組み合わせたアーΩテクチ

ϟとしている．

レイϠ1は，ઐ用ハードウェアと

DSPによるファームウェアॲཧによ

り実ݱしている．MIMOなどのLTE

の仕様にґଘしないҰൠ的かつߴ଎

ॲཧが要求される機能を，ઐ用ハー

ドウェアにて実ݱし，制御チϟネル

などLTEの仕様にかかわり，変ߋに

対してॊೈ性が求められる機能を

DSPによるファームウェアॲཧにて

実ݱした．また，ઐ用ハードウェア

についても性能向上を図り，LSIサ

イズをۃ力খさくできるようアルゴ
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＊1� P4ハンドΦーバ：パケット通信தに，通
信அを発ੜさせることなく，ҟなるシス
テムやセルのؒの通信をܧ続させるこ
と．

＊11 $4ϑΥーϧバッΫ： LTE 時のԻ੠ݍࡏ
発ண信の際に W-CDMA や GSM システム
への੾ସ͑を行い，回ઢަ׵ドメインで
のԻ੠サービスをఏڙする機能．

＊12 ϨイϠ̍： OSI রモデルのୈࢀ 1 ૚．෺
ཧ૚をࢦす．

＊1� ϨイϠ�： OSI রモデルのୈࢀ � ૚．デ
ータリンク૚をࢦす．

＊14 .A$： LTE において，࿦ཧチϟネルと
トランスϙートチϟネルとのؒのマッϐ
ング，ランダムアクセス制御，଴受け時
制御を行うプロトコル．

＊15 RL$： LTE におけるデータリンクレイϠ
プロトコル．データの再送制御などを行
う．

＊16 P%$P：レイϠ � におけるサブレイϠの 1
つで，ൿಗ，正౰性確認，ॱং੔ྻ，ϔ
ッダѹॖなどを行うプロトコル．

＊1� 6-PMBOF：Ϣーβデータをస送するため
のプロトコル．
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リズムを工෉している．ྫ͑͹，

LTE は MIMO のద用によりߴ଎デ

ータ通信を実ݱしているが，その性

能は MIMO の信号ॲཧ方式にґଘ

する．Ұൠ的に MIMO 信号ॲཧ方

式としては，MMSE（Minimum

Mean SRuare Error）๏＊ 2� と MLD

（MaYimum Likelihood Detection）

๏＊ 21 が知られている．MLD ๏は，

ཧ࿦的に最も性能のྑい方๏であ

るが，ԋࢉॲཧ量が大きいことがܽ

఺である．LTE-PFでは，MLD๏と

同౳の性能を༗し，ԋࢉ量を大෯に

削減するQRM（compleYity-reduced

MLD with QR decomposition and

M-alHorithm）-MLD ๏＊ 22[5]をద

用することで，性能とLSIサイズを

ཱ྆させている．QRM-MLD ๏は

MMSE ๏にൺ΂，低い信号対ࡶԻ

ి力ൺ཰（SNR ： SiHnal to Noise

Ratio）にて同Ұのスループットを実

でき，より広範囲で大容量のデーݱ

タ通信が可能となる．

レイϠ�は，セΩュリテΟॲཧを

行うઐ用ハードウェアと൚用 CPU

コアプロセッサにより，ॲཧܥが構

成される．LTE では，SNOW3G ＊ 2�

とAES（Advanced Encryption Stan-

dard）＊ 24 という�つのセΩュリテΟ

アルゴリズムが規定されているが，

ઐ用ハードウェアは྆方式に対応し

ている．セΩュリテΟҎ外のす΂て

の機能を CPU 上のファームウェア

ॲཧにて実ݱする．

さらに，アプリケーション部やRF

（Radio FreRuency）部とのインタ

フェースの൚用化により，LTE-PF

のフレΩシΟビリテΟを上͛，競争

力向上を図っている．なお，RF の

インタフェースとしては，DiH RF ＊ 25

に準ڌしている．

�. LTE௨৴੍ޚ
ιϑτ෦の։ൃ

これまで，ドコモは W-CDMA/

GSM 向けに，ネットワークとの通

信制御を行うプロトコルスタックソ

フトウェア（PSS ： Protocol Stack

SoGtware）の開発を行ってきた[�]．

今回，そのW-CDMA/GSM向けPSS

をجに，LTE方式の機能௥Ճを行っ

た．その機能௥Ճにあたって，各方

式を実ݱするコンϙーネント（部品

化されたソフトウェア）どうしの結

ͼつきがൺֱ的؇やかで，独ཱ性が

い設計とすることで，஝ੵしたڧ

W-CDMA/GSM での接続性ɾ性

能，各方式で独ཱしたメンテナンス

性およͼ移২性を確อ（LTE 方式

のみのライセンスなど）している

（図�）．コンϙーネントؒの結ͼつ

きを؇やかにするために，LTE/

W-CDMA/GSM に共通にඞ要なメ

ンテナンス機能（OAM：Operation

and Administration ManaHement）お

よͼスーパーバイβ機能（PSS7 ：

Protocol Stack Super 7isor）＊26をআい

た機能，つまりLTE用プロトコルと

W-CDMA/GSM 用プロトコルとの

ؒにインタフェースをもたせͣ，ؒ

接的にターミナルアダプタܦ༝でや

りとりする方式を採用した．LTEプ

ロトコルからUSIM（Universal Sub-

scriber Identity Module）＊2�へのアク

セスは，ೋॏಡ込みをආけるため

に，W-CDMA/GSM プロトコルを

հして行われる．

�. I0Tのऔ૊Έ
LTE-PF は標準規格に準ڌしてお

り，グローバルల開を໨ࢦしている

ため，海外ネットワークにおける相

互接続性（Inter-Operability）は，ۃ

めてॏ要なファクターとなる．その

確認ख๏としては，実際にݱ஍に出

41

＊ 1� H4PA： W-CDMA のパケットデータ通信
をߴ଎化した規格であり，ج஍ہから
移 動 端 末 へ の Լ り 方 向 を ߴ ଎ 化 し た
HSDPA（HiHh Speed Downlink Packet
Access）と移動端末からج஍ہへの上り
方向をߴ଎化した HSUPA（HiHh Speed
Uplink Packet Access）の૯শである．

＊ 19 %4P：Ի੠やը૾などのデδタル信号ॲ

ཧにಛ化したプロセッサ．
＊ 2� ..4E๏：最খฏۉ � ৐誤差๏．受信し

た信号に対し，ࢉ出したウェイトをかけ
ることで，他信号からのׯবを཈ѹする
方๏．

＊ 21 .L%๏：最໬推定๏．受信した信号と受
信される可能性のある信号のྻܥす΂て
とをൺֱし，推定する方๏．

＊22 QR.-.L%๏：各送信アンテナの送信信
号఺す΂てのީิのதから，最も確から
しい信号఺の組合せをબ୒する方๏．QR
分ղおよͼ M アルゴリズムをద用したも
ので，ԋࢉॲཧ量を大෯に削減できる．

＊2� 4/083(：セΩュリテΟアルゴリズム
の1種．
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向いて試験を実施することがエンド

Ϣーβ؍఺からඞਢである．Ұ方，

LTEのネットワークは時ظ的にもཱ

上͛ظにあり，また，端末通信プラ

ットフォームとしては，ネットワー

ク装置ベンダとのラϘ試験による相

互接続性の確認がݱ実的である．そ

こで，LTE-PF 開発時ظにおいて，

機能確認のための試験が可能であっ

た，アδアɾԤभɾ๺ถなどの海外

オϖレータへڅڙしている主要海外

ネットワーク装置ベンダ 3 社と，

LTE 方式における相互接続性の確

認をした．さらに，W - CDMA や

GSM/GPRS とのマルチモード機能

におけるシステムؒのインタワーΩ

ング＊ 2� についても，相互接続性を

確認した．これにより，LTE-PFが

標準規格にଇり，相互接続性に໰୊

がないことを確認している．

�. LTE-PFのϥイηンス
前ड़のとおり，LTE-PFは国際標

準規格のLTE方式に準ڌしているͩ

けでなく，海外ネットワーク装置ベ

ンダとのIOTを実施することで，グ

ローバルネットワークとの接続性を

確認した端末通信プラットフォーム

となっている．移動端末メーカやチ

ップセットベンダは，グローバルな

接続性が確認されたLTE-PFのライ

センスを受けることで，LTEにかか

わるجຊ機能の開発がෆ要となり，

開発ؒظおよͼ開発コストの低減と

いうメリットをڗ受できる．そこ

で，LTE-PF開発とฒ行して，ライ

センスビδネスのݕ౼を行った．۩

体的には，チップセットおよͼプラ

ットフォームࢢ場へLTE-PFをఏڙ

し，ライセンサとライセンシ૒方が

メリットをڗ受できるؔ܎を築ける

ような，ライセンススΩーム（図4）

およͼビδネス৚݅の設定を行っ

た．これにより，LTE-PFを౥ࡌし

たチップセットがグローバルに広く

ల開されることとなり，その結果，

国内の移動端末メーカにとっては海

外ࢢ場へ，また海外メーカにとって

は೔ຊࢢ場へ，進出しやすいڥ؀が

੔うものと͑ߟている．LTE-PFの

ライセンス活動の成果ྫとして，ド

コモは��1�೥�݄��೔，グローバル

なチップセットࢢ場において広くൢ

ച実੷のある MediaTek 社（୆࿷）

とライセンスܖ໿をక結した．これ

により，LTE-PFのグローバルల開

が見込まれ，また，ライセンス収入

という収入ݯの確อにもつながると

場ࢢる．ドコモは，さま͟まな͑ߟ

へのライセンスに向けҾき続きަব

42

＊24 AE4：セΩュリテΟアルゴリズムの 1
種．

＊25 %JH�RF：主に移動端末向けの標準仕様を
定するඇӦརஂ体であるࡦ MIPI（Mobile
Industry Processor InterGace）により仕様
化された，通信プラットフォームと RFIC

（Radio FreRuency InteHrated Circuit）と
のؒのインタフェースの規格．

＊26 スーύーバイβػೳ（P447）：タスク
؅ཧ，ෆش発メモリアクセス؅ཧなどの
PSS 共通؅ཧ機能．

＊2� 64I.：ܞଳి࿩ձ社とܖ໿したి࿩൪
号などをه࿥している IC カード．3GPP
での W-CDMA/LTE 用్の移動通信用Ճ
入ऀࣝ別モδュール．

＊2� インλϫーΩンά：ҟなるシステムؒの

相 互 や り と り ． こ こ で は ， L T E ， W -
CDMA，GSM それͧれのシステムؒでの
通信にかかる৘ใをやりとりすること．
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を行っていく༧定である．

�. ͋ͱ͕͖
ຊߘでは，これからࢢ場ध要が૿

すLTEに対応した移動端末をタイム

リーにఏڙし，さらに，その技術を

グローバルにライセンスすることを

໨ࢦして開発したLTE-PFについて

ղઆした．今後は，LTE-PF をベー

スにW-CDMAとGSM/GPRS技術と

のプラットフォーム౷合化と，さらな

るグローバル化を೦಄に，HSPA�＊ 29

対応，LTE の TDD（Time Divi-

sion DupleY）＊ �� 方式への対応，さ

らには，LTE の拡張規格である

LTE-Advanced＊ �1 対応まで見ਾ͑た

アーΩテクチϟのݕ౼を実施してい

く．
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＊ 29 H4PA�： HSDPA や HSUPA とݺ͹れる
W-CDMA の拡張方式に対して，さらに，
�4QAM や MIMO 技術などをద用した通
信規格の૯শ．

＊ �� T%%：アップリンクとダウンリンクで，
同じΩϟリアप೾数，प೾数ଳҬを用い
て，時ؒスロットで分ׂして信号఻送を
行う方式．

＊ �1 LTE-AEWBODFE： LTE の発లܗແઢイン
タフェースであり，3GPP Release 1�とし
て標準化が進められている．
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